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越
後
田
舎
体
験
で
は
体
験

型
交
流
を
始
め
て
１０
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
体
験
の
エ
リ
ア

は
海
、
平
野
、
里
、
山
と
い

っ
た
日
本
の
田
舎
の
風
景
を

残
し
た
地
域
で
あ
り
、
地
域

素
材
で
あ
る
自
然
と
農
林
魚

業
な
ど
の
営
み
、
あ
る
い
は

地
域
文
化
が
地
域
の
歴
史
と

と
も
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
目
指
す

「
ほ
ん
も
の
体
験
」
と
は
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
や
暮
ら

し
の
中
で
本
来
の
姿
を
伝
え

る
こ
と
、
技
術
や
知
識
、
地

域
の
誇
り
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
物
語
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
自
身
が
伝
え
た
い
こ
と

や
生
き
方
な
ど
を
伝
え
て
い

く
こ
と
だ
と
考
え
、
地
域
の

多
く
の
方
が
指
導
者
、
案
内

人
と
な
っ
て
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
。

越
後
田
舎
体
験
で
は
、
年

間
１
０
０
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
一

番
の
人
気
は
民
泊
（
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
）
で
す
。
受
け
入
れ

団
体
の
７
〜
８
割
は
１
泊
民

泊
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
�
条
件

と
し
て
越
後
田

舎
体
験
エ
リ
ア

で
２
泊
以
上
滞

在
の
場
合
、
１

泊
民
泊
が
可

能
）
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

見
ず
知
ら
ず
の

民
家
に
３
〜
５

人
ず
つ
滞
在
し
、
一
緒
に
作

業
を
し
、
一
緒
に
ご
飯
を
食

べ
、宿
泊
し
、暮
ら
し
や
昔
の

こ
と
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

と
も
に
過
ご
す
民
家
で
の
時

間
は
、
人
生
の
中
で
貴
重
な

体
験
に
な
る
は
ず
で
す
。

こ
の
農
村
生
活
体
験
か
ら

戻
っ
て
き
た
と
き
の

子
ど
も
達
の
言
葉
、

表
情
、
行
動
な
ど
の

様
子
に
変
化
が
あ
る

と
先
生
方
は
言
わ
れ

ま
す
。
実
施
の
後
の

感
想
文
や
民
家
へ
の

お
礼
の
手
紙
な
ど
に

も
、
農
村
生
活
体
験

（
民
泊
）
の
思
い
出

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

民
泊
を
受
け
入
れ
た

地
域
の
方
々
が
優
し
く
、
親

切
に
、
孫
の
よ
う
に
、
子
ど

も
達
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る

そ
の
時
間
は
、
ど
ん
な
体
験

よ
り
も
「
感
動
」
と
し
て
残

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

お
す
す
め
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
村
生
活
体
験
（
民
泊
）

自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

た
第
１
次
産
業
の
重
要
性
を

見
直
し
、
地
元
の
人
々
と
の

交
流
を
通
し
て
、
理
解
を
深

め
、
自
分
自
身
の
暮
ら
し
や

生
方
を
考
え
る
機
会
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
民
家
で
の
宿
泊
や
半
日

・
１
日
各
家
で
す
過
ご
す
農

村
生
活
体
験
（
民
泊
）
を
通

年
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

◎
民
泊（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

協
力
戸
数

４
０
０
戸
（
受

け
入
れ
可
能
人
数
１
２
０
０

人
）自

然
・
雪
国
体
験

特
に
山
間
部
で
は
豪
雪
地

域
で
あ
り
、
多
い
年
で
は
３

�
を
超
え
る
地
域
が
あ
り
ま

す
。
１２
月
中
旬
か
ら
４
月
上

旬
ま
で
雪
で
覆
わ
れ
る
こ
の

地
で
、
雪
の
苦
労
話
や
自
然

の
持
つ
偉
大
さ
を
実
際
に
体

験
し
ま
す
。
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
組
ん
だ
形
で
の
日

程
設
定
も
可
能
で
す
。

継
続
し
た
「
つ
な
が
り
」

の
あ
る
交
流

学
校
様
か
ら
越
後
田
舎
体

験
を
「
第
２

の
ふ
る
さ

と
」
と
し
て

位
置
付
け
し

て
い
た
だ

き
、
継
続
し

た
交
流
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
「
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
、
何
か
を
残

し
た
い
、
こ
ん
な
交
流
を
し

た
い
」
そ
ん
な
学
校
様
は
ぜ

ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

岩
手
県
田
野
畑
村
は
陸
中

海
岸
国
立
公
園
の
北
部
に
位

置
し
「
日
本
一
の
海
岸
美
」

と
称
さ
れ
る
「
北
山
崎
」
や

「
鵜
の
巣
断
崖
」
な
ど
の
景

観
的
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、

人
口
４
千
人
ほ
ど
の
村
内
へ

の
観
光
客
数
は
年
間
約
１
０

０
万
人
を
数
え
ま
す
。

「
体
験
村
・
た
の
は
た
」

が
展
開
し
て
い
る
漁
業
、
酪

農
、
林
業
、
農
業
な
ど
村
の

営
み
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
住
民
と
来
訪
者
と
の
間

に
素
顔
と
本
音
で
向
き
合
え

る
交
流
を
生
み
出
し
、
平
成

１９
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用

者
数
が
５
千
人
を
超
え
、
環

境
省
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
賞
特
別
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
、
地
域
環
境
と
文
化
の

中
で
展
開
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
多
彩
さ
と
品
質
の
充
実

を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

■
組
織

平
成
２０
年
４
月
か
ら
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
と
し
て
提

案
、
調
整
、
下
見
、
手
配
、

精
算
な
ど
の
１
つ
の
窓
口
と

な
り
、
田
野
畑
村
役
場
が
後

方
支
援
を
す
る
官
民
一
体
の

体
制
で
、
学
校
様
や
旅
行
会

社
様
の
目
的
や
要
望
に
迅
速

か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

指
導
者
に
は
定
期
的
な
教
育

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

■
宿
泊
（
ホ
テ
ル
）

エ
リ
ア
に
は
、
一
校
一
館

対
応
の
可
能
な
４
０
０
人
収

容
の
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
を
中
心

に
、
宿
の
主
人
が
漁
家
農
家

を
兼
ね
分
宿
対
応
の
可
能
な

旅
館
、
民
宿
が
１０
軒
あ
り
、

宿
泊
の
ス
タ
イ
ル
も
選
択
可

能
で
す
。

ま
た
、
宿
と
そ
の
周
辺
が

す
ぐ
に
体
験
現
場
と
い
う
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

り
、
効
率
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
民
泊（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

漁
家
・
農
家
を
中
心
に
６５

軒
の
受
け
入
れ
家
庭
が
登
録

し
、
児
童
生
徒
と
の
交
流
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
奨
め
プ
ロ
グ
ラ
ム

◆
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ

漁
師
が
使
う
本
物
の
小
型

漁
船（
サ
ッ
パ
船
）に
乗
り
、

２
０
０
�
の
断
崖
直
下
や
岩

礁
の
間
を
縫
う
よ

う
に
航
行
す
る
漁

師
の
勇
姿
に
た
く

ま
し
く
生
き
る
気

迫
を
感
じ
ま
す
。

養
殖
棚
や
網
場
に

て
の
体
験
は
、
漁

や
養
殖
業
の
厳
し

さ
が
伝
わ
り
ま

す
。◆

番
屋
料
理
体

験

漁
師
の
作
業
小
屋「
番
屋
」

の
中
で
、
採
れ
た
て
の
ウ
ニ

や
ホ
ヤ
な
ど
を
、
漁
師
さ
ん

や
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
指
導
の

も
と
、
自
ら
さ
ば
い
て
味
わ

い
ま
す
。
包
丁
さ
ば
き
の
上

手
下
手
よ
り
も
、
食
材
の
大

切
さ
を
知
り
、
か
つ
達
成
感

を
得
る
と
い
う
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

◆
酪
農
デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
乳
牛
の
エ
サ
や
り
、
牧
草

地
整
備
な
ど
の
作
業
を
通
し

て
乳
生
産
現
場
の
厳
し
さ
や

生
産
者
の
生
き
様
を
学
び
ま

す
。
汗
を
か
い
た
後
は
達
成

感
と
湧
き
出
て
く
る
癒
し
の

気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
す
。
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田
植
え
�
秋
の
実
り
を
楽
し

み
に
田
植
え
体
験

絶
景
の
北
山
崎
で
漁
家
農
家
民
泊
�

素
顔
と
本
音
で
向
き
あ
う「
体
験
村
・
た
の
は
た
」

スノーシュー＝野ウサギのよ
うに自由に雪原を歩きます

稲
刈
り
�
秋
に
は
多
く
の

作
業
が
あ
り
ま
す

越
後
田
舎
体
験
の
テ
ー
マ
は「
つ
な
ぐ
」

自
然
と
自
然
の
つ
な
が
り
、
自
然
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
、生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す

サッパ船アドベンチャーズ

番
屋
体
験
（
ウ
ニ
む
き
で
料
理
）

酪
農
デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

わらぞうり＝一足出来上
がる感動を楽しみに

「越後田舎体験」の特徴
�日本海の長い海岸線と、米
どころ新潟の広い平野、そし
て棚田やブナ林がある日本の
原風景が残る中山間部を持つ
越後田舎体験のエリアは、自
然・環境・歴史民俗学習の適
地です。
�あらゆる体験プログラムは
土地の人がインストラクター
としてかかわります。
�企画コーディネート（手配、
連絡、調整、精算）は協議会
事務局で一括、承ります。
�広域で仲間が連携、協力し
て、受け入れを行います。

民家で＝それぞれの家の
作業・体験をします

魚のさばき＝たくさんさば
いて、家でも出来るように

ホテルの目の前がそのまま体験ロケーション
となるホテル羅賀荘
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北
海
道
の
最
東
端
部
で
根

室
海
峡
沿
岸
の
中
央
部
に
位

置
す
る
標
津
町
（
し
べ
つ
）

は
、
人
口
５
９
０
０
人
弱
、

目
の
前
２４
�
�
の
根
室
海
峡

洋
上
に
は
北
方
領
土
国
後
島

が
浮
か
び
、
左
に
は
世
界
自

然
遺
産
と
な
っ
た
秘
境
知
床

半
島
が
一
望
さ
れ
、
そ
の
山

並
み
は
半
島
基
部
を
形
成
す

る
当
町
の
西
側
背
後
ま
で
連

な
り
、
右
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
で
あ
り
、
か
つ

原
生
花
園
な
ど
四
季
折
々
の

景
勝
や
丹
頂
鶴
、
オ
オ
ワ
シ

な
ど
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
野
付
半
島
、

背
後
に
は
ミ
ル
ク
の
里
の
雄

大
な
牧
草
地
群
が
広
が
る
大

酪
農
郷
が
形
成
さ
れ
る
な

ど
、
風
光
明
媚
な
地
で
す
。

北
海
道
ら
し
い
雄
大
で
寒

さ
厳
し
く
て
も
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
も
と
、
国
内
屈
指

の
漁
獲
を
誇
る
秋
鮭
や
ホ
タ

テ
貝
を
主
力
と
す
る
漁
業

と
、
こ
れ
を
加
工
原
料
と
し

た
イ
ク
ラ
、
鮭
加
工
、
ホ
タ

テ
製
品
な
ど
を
製
造
出
荷
す

る
水
産
業
と
、
広
大
な
牧
草

地
で
約
２
万
頭
の
乳
牛
に
よ

り
牛
乳
を
出
荷
す
る
酪
農
業

を
基
幹
と
し
た「
生
産
の
町
」

で
す
。

こ
う
し
た
基
幹
産
業
や
恵

ま
れ
た
自
然
を
背
景
に
、
標

津
版
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
来
訪
者
か
ら
は
、
北
海

道
ら
し
い
産
業
体
験
や
自
然

体
験
が
可
能
と
の
評
価
を
頂

き
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
、

滋
賀
、
神
奈
川
な
ど
全
国
各

地
か
ら
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
な
ど
修
学
旅
行
を
中
心
に

多
く
の
皆
さ
ん
を
受
け
入

れ
、
産
業
や
自
然
を
活
用
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
交
流
体
験
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
の

生
活
や
産
業
、食
や
遊
び（
自

然
）
な
ど
の
地
域
素
材
を
活

用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
と
し
、
他

の
地
域
と
の
差
別
化
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
受
け
入
れ
の
対
応

で
は
地
域
の
各
分
野
の
名
人

が
ガ
イ
ド
と
な
り
（
事
前
講

習
な
ど
受
講
者
）
体
験
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

宿
泊
施
設
は
大
規
模
な
施

設
が
な
い
な
ど
不
利
な
点
を

プ
ラ
ス
に
転
じ
、
小
さ
な
宿

な
ら
で
は
の
利
点
を
生
か
し

た
、
心
の
こ
も
っ
た
地
場
産

品
活
用
メ
ニ
ュ
ー
や
体
験
食

事
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
雰

囲
気
づ
く
り
で
も
て
な
し
て

お
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や
先

生
達
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、

食
の
安
全
、

安
心
の
食
料

生
産
供
給
シ

ス
テ
ム
「
地

域
ハ
サ
ッ
プ
」
の
取
り
組
み

が
契
機
と
な
り
活
発
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
国
内

で
初
め
て
と
な
る
漁
獲
、
市

場
、
加
工
、
流
通
ま
で
一
貫

し
て
行
う
高
度
な
衛
生
管
理

で
取
り
扱
う
「
ハ
サ
ッ
プ
手

法
」
を
学
習
の
場
と
し
て
活

用
、
体
験
し
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
に
よ
り
学
ぶ
こ
と

で
、
高
い
学
習
効
果
が
得
ら

れ
る
と
評
価
も
高
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
初
め
て
実

現
し
た
知
床
の
大

自
然
の
中
で
の
忠

類
川
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
や
イ
ク
ラ
作

り
、
ホ
タ
テ
貝
の

貝
剥
き
体
験
な
ど

の
食
体
験
。ま
た
、

最
近
で
は
広
大
な

牧
草
地
で
営
ま
れ

る
酪
農
業
の
体
験

コ
ー
ス
（
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
）
や
冬

の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
る
な
ど
、
自
然
、
産
業
、

食
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
受

け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
き
、
目
的
や
日
程
、
人

員
に
沿
っ
た
企
画
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
提
案
か
ら

受
け
入
れ
ま
で
「
標
津
町
エ

コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推
進

協
議
会
」
（
事
務
局
�
標
津

町
役
場
商
工
観
光
課
）
が
責

任
を
も
っ
て
対
応
し
ま
す
。

羽
田
か
ら
は
直
行
便
で
た

っ
た
の
９０
分
。
修
学
旅
行
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
、
貴
重

な
時
を
豊
か
な
自
然
と
産
業

が
調
和
し
た
「
交
流
の
ま
ち

標
津
町
」
で
過
ご
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

北海道・標津

世
界
自
然
遺
産
知
床
の
玄
関
口
で

（

し

べ

つ

）

北
海
道
標
津
町
感
動
体
験
�

イクラづくり体験（上）と酪農体験
（ファームステイ）

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験

〒０８６―１６３２ 北海道標津町北２条西１丁目１番３号
TEL ０１５３―８２―２１３１ FAX０１５３―８２―３０１１
E―mail : kankou@shibetsutown.jp

標津町エコ・ツーリズム交流推進協議会

通常営業時間 ８：３０～１７：３０（月～金、土祭日・年末年始等休み）＊時間外でもお電話してみてください

http://www.tanohata-taiken.jp
mailto:taiken@tukidaruma.or.jp
mailto:kankou@shibetsutown.jp

